
Ⅰ．はじめに

　近年，県下の南部及び東部の比較的高標高の人工林でシカによ

る被害が頻発して，各地で林業上最も大きな問題となっている。

このことから，本県では，行政機関をはじめ地域の関係機関や関

係者が協力してこの被害対策に当たっている。被害量の把握につ

いては，従来，他の病虫獣害報告と同様に市町村から上げられる

ものを集計する方法によっていた。しかしながら，１９９９年の「鳥

獣保護及ビ狩猟ニ関スル法律」の改正に伴い，鳥獣の生息数を管

理するためには生息数およびその被害の量をモニタリングするこ

とが求められるようになった。元来，過年度発生した被害が長年

にわたって残っていることや被害を受けた樹木が枯損しない限り，

再度被害を受ける場合があることから，従来のシカ等獣類による

被害では，単年度の新規発生被害を把握するには不十分で，毎年

固定した調査木を丹念に観察して調査した方が，より正確な被害

量の変化を確認できる。このことから，熊本県では，２０００年から

全県下３２０箇所に固定調査地を設定して，毎年の被害発生量を調

査している。今回は，２０００年，２００１年の２か年間の調査結果を報

告する。

Ⅱ．調査地および調査方法

　１．固定試験林の設定

　①調査地設定の範囲と調査地点数の決定

　１９９８年時点でシカの生息が確認されている県東南部の２２市町村

と被害の拡大状況を確認するため，それと隣接する１２町村をあわ

せた３４市町村を試験地設定市町村とした（図－１）。次に，この

３４市町村内の１９９９年４月現在の民有林の人工林面積を基準として，

スギ・ヒノキ別に１０年生以下の枝葉採食被害調査地，１１年生以上

の剥皮害調査地に分け，さらに，剥皮害については，従来の伐期

（４０年生）を境に，要保育林分と高齢林分に分けて，試験地を設

定した。なお，全調査地数は，熊本県森林基本図（２０，０００分の１

縮尺）で該当区域をカバーする１km２メッシュの中のメッシュ内

にまんべんなく分布するよう配置し，全体で３２０箇所（内訳は表

－１）を設定した。

　２．調査方法

　各調査地において，固定調査木５０本を設定し，「１～５０」のナ

ンバープレートをとりつけて，被害の有無を調査した。枝葉採食

被害は，調査木ごとに被害の有無を確認した。一方，剥皮害は被

害の位置を立木の斜面上部，下部，左・右部に分け，さらに，剥

皮部の下端と上端の地上高を測定した。

Ⅲ．調査結果

　調査した３２０地点のうち，２０００年には１４１箇所で被害が確認され，
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表－１．調査地の配分　

地　点　数被害形態林　　齢樹　　種

　　５枝葉採食害０～１０年生ス　　ギ

　５９剥皮害１１～４０　　

　３８剥皮害４１～　　　

１０２小　　計

　３２枝葉採食害０～１０年生ヒ　ノ　キ

１４８剥皮害１１～４０　　

　３８剥皮害４１～　　　

２１８小　　計

３２０総　　計



２００１年には，８４地点で被害が確認された。１９９８年に自然保護課の

調査でシカの生息が確認された全ての市町村で被害が確認され，

さらにそれと隣接する一部の市町村でも確認された。この傾向は

２００１年の結果も同様であった。以下に被害別の詳細を示す。

　１．枝葉採食害

　（１）スギ

　２０００年の被害発生地点は５地点中２地点で，２地点の平均本数

被害率は３５％にのぼった。翌２００１年も同様に，５地点中２地点で

被害が確認されたが，平均本数率は８％に止まった。

　（２）ヒノキ

　２０００年の被害発生地点は３２地点中９地点で，平均本数被害率は

４３％にのぼった。翌２００１年には，３２地点中８地点で被害が確認さ

れ，平均本数率は２３％に止まった。

　２．剥皮害

　（１）スギ

　被害発生地点は，２０００年には全調査地点の２６％，２００１年には全

地点の１２％であった。なお，２０００年は調査初年度であるため，同

年を含むそれ以前の被害量の累積となる。また，全調査地点の

３％の地点では２０００年，２００１年のいずれでも被害が確認された

（図－２）。

　一方，被害発生地点における平均の被害発生率（本数）は，

２０００年までの累積被害率が１２．５％，２００１年のみの被害率が５．５％，

２００１年に再度被害を受けていたものが２．７％であった。

　（２）ヒノキ

　被害発生地点はヒノキ全体の調査地点のうち，２０００年には５２％，

２００１年には３２％であった。

　なお，２０００年は初年度であるため，スギの場合と同様，２０００年

の被害は２０００年とそれ以前の被害の累積となる。また，２０００年お

よび２００１年いずれでも被害が確認されたものが１７％あった（図－

３）。一方，被害発生地点における平均被害発生率（本数）は，

２０００年までの累積被害率が１７．４％，２００１年のみのものが７．３％，

２００１年に再度被害を受けていたものが４．５％であった（図－４）。

　（３）剥皮害の大きさと発生部位

　剥皮部のサイズと発生部位は調査年による差異はみられなかっ

たが，樹種別にみると，t検定を行った結果，剥皮部位の下端が

２００１年のみの場合が有意差が認められなかったが，２００１年のみの

上端及び剥皮長と２０００年までの下端，上端及び剥皮長に有意差が

認められた。これらの結果から，ヒノキの剥皮害はスギより低い

部位から始まって，高いところまで発生し，長くなることがわ

かった。

Ⅳ．考察と今後の課題

　シカによる人工林被害を地域的に調査した事例は少なく，九州

地方の新植地被害についての報告がなされているに過ぎない（小

泉，２００２）。このことからも，今回の調査は，意義深いものであ

る。ところで，今回の調査結果から，樹種別被害種別の被害発生

の特徴について考察すると，被害はスギよりヒノキに多く発生す

る傾向があること，剥皮害が発生する位置は地際から地上１５０m

前後であることなどがあきらかとなった。また，剥皮害発生率は

累積すると平均１７．４％と大きくなるが，単年の被害率は７．３％と，

かなり低く，２００１年に剥皮害が確認された林分は全調査地の３２％

であったが，うちその半数を超える１７％は２０００年の調査でも害が

確認されていた。このことから，剥皮害はかなり高い確率で複数

年にわたって同一林分に発生するが，単木での被害の重複率は％

と低く，次々に新たな立木に被害が拡大して，累積被害が拡大す

ると考えられる。

　今後，さらに継続して調査する計画であることから，データが

蓄積したところで，再度検討する必要がある。

　また，一部の同調査地点では糞粒法による生息密度調査も実施

しているので，生息数と被害量の関係についても検討する必要が

ある。
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表－２．剥皮害の大きさと発生部位（地上高）cm

検定結果ヒノキス　ギ

　０．５５８n．s．　２７．３±２１．８　３７．１±２２．４下端

２０００年 ２．２５６＊１１４．８±３２．０１０３．５±２９．９上端

２．３４５＊　８７．３±３８．９　６６．４±３０．０長さ

４．９７５＊＊３０．０±２１．６３１．９±１７．５下端

２００１年 ４．２４７＊＊１０９．０±２８．８ ９７．８±２５．５上端

７．５３３＊＊７９．０±３４．５６５．９±２８．４長さ

＊平均長±標準偏差
＊検定結果の数値は t値



（２００２年１２月１２日　受理）
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図－１．調査地の配置

図－２．剥皮害発生地点の割合

図－３．被害発生地点における年度別スギ剥皮害発生率

図－４．被害発生地点における年度別ヒノキ剥皮害発生率
（被害箇所）　　　　　　　　　　　　　


